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適期病害虫防除の徹底を！  

適期病害虫防除実施により、防除効果の最大化を！ 
 

★ＰＯＩＮＴ★ 

・培土は開花前までに終了しましょう。（根の物理的損傷防止） 

・ほ場によって、は種期が異なる場合は、ほ場ごとに開花期を確認して適期に 

病害虫防除を実施しましょう。 

 

1 病害虫防除 

大豆の基幹防除は、以下に例示する２体系から選択し、必ず実施する。 

表 基幹防除体系例について（例） 

体系例 

防除時期 

開花期３週間後頃 開花期４週間後頃 
８月第５半旬～ 

９月上旬※ 

紫斑病防除１回体系 － 紫斑病＋子実害虫 子実害虫(ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ) 

紫斑病防除２回体系 紫斑病 紫斑病＋子実害虫 子実害虫(ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ) 
※薬剤の種類によって防除時期が異なるので、県農作物病害虫雑草防除指針（以下「防除指針」）

を確認の上、薬剤に合わせて適期に防除する。 

 

 ア 紫斑病防除 

１回防除体系の場合は、防除効果の高い薬剤を使用し開花期 4 週間後頃に散布する。

また、特に大豆の生育が旺盛なほ場においては、下位葉・莢まで確実に剤が付着する 

よう、丁寧な散布を心掛ける。 

 

イ マメシンクイガ 

薬剤散布適期は産卵盛期～ふ化盛期の９月上旬頃。前年に被害が発生したほ場や、８

月後半以降の気温が平年に比べ低温となる予報が発表された場合など、多発生が予想さ

れる場合は、防除指針に従い特に丁寧な防除を徹底する。 

 

ウ ウコンノメイガ ※発生状況を見て防除 

７月第５半旬の畝１ｍ当たりの平均葉巻数を６個以上確認したときは、防除が必要。 

老齢幼虫は薬剤防除効果が劣るので、早めにほ場を見回り、葉の半分くらいまで巻いて

いる葉（中齢幼虫の葉巻症状）が散見され始める時期に防除する。 

 

 

 

 

 

孵化直後 若齢～中齢 老齢 



 

２ 乾燥害対策 

干ばつによる根のストレスは、開花数の減少や莢数、粒数の減少につながる。特に開花

期に梅雨明け後の高温が発生する場合は、暗きょを閉栓し干ばつ対策を行う。 

 

＜参考＞干ばつによりストレスを受けた大豆の様子 

   

     最頂葉中央の個葉が直立する      ほ場で葉の裏面が目立ってくる 

 

（１）本暗きょが施工されているほ場 

開花期以降は、基本的に暗きょを閉じ、土壌水分を適切に保つ。 

ただし、降雨等により地下水位が上昇した場合は速やかに暗きょを開放する。 

 

（２）開花期以降のうね間かん水実施のめやす 

周囲明きょが整備済で、１日以内に地表水の排出が可能な排水条件が整ったほ場 

時期 1週間程度降雨のない日が続き、大豆の上位葉が反転した頃。 

方法 
① 水尻側の畝間まで水が行き渡る程度までかん水する。 

② ほ場に水が行き渡ったら水尻、暗きょ栓を開け、速やかに排水する。 

   ※ 長時間水がたまると湿害や、立枯れ性病害を助長するので注意。 

   ※ 規模が大きいほ場での注意点 

大きい区画のほ場では、水尻側に水が行き渡るまでの間に一度に畝間かん水を

行うと、水口側で湿害を起こし減収の一因となる。数日に分けて徐々にかん水す

ると水口側の湿害は軽くなる。 
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